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日本音楽史 

 

１． 次の文の（ア）から（ノ）に当てはまる語を、次頁の語群から選んで答えなさい。 
 

（１） （ア）の儀式で僧侶が行う単旋律の声楽を総称して（イ）という。（ア）は、6
世紀なかばに日本に伝来し、8 世紀はじめに（ウ）の都に定着した。旧暦 2 月に

（ウ）の（エ）、法隆寺、薬師寺などでは、（オ）という儀式が行われる。そこ

で用いられる（イ）は、後世のそれとは異なる特色をもつ。 
 

（２） 南北朝時代（1336～1392）に、大和猿楽の一つの結城座（後の観世座）から、

能の大成者として名高い（カ）が出た。彼は技芸に優れ、三代将軍（キ）の愛

顧を得て（ク）に進出した。（カ）の子である（ケ）も豊かな才能を持ち、夢

幻能という能の形式を完成に導くとともに、『（コ）』をはじめ多くの芸術論

を著した。 

 

（３） 16 世紀後半に日本に伝来した弦楽器である（サ）は、それ以前に日本に伝来し

ていた弦楽器である（シ）との合奏によっても発展した。この２つの弦楽器は、

盲人音楽家たちによっても、その音楽的芸術性を高めていった。盲人音楽家た

ちは、（ス）と呼ばれる制度によって保護され、検校、（セ）、座頭などの官

名を持った。座頭は、中世では（ソ）法師の通称でもあった。 

 

（４） 現在の歌舞伎で用いられている三味線音楽について言えば、それらの種目と曲

目の多くは、18 世紀から明治時代までの間に成立し、細棹三味線を用いる（タ）、

中棹三味線を用いる（チ）（ツ）、太棹三味線を用いる（テ）が主な種目であ

る。（テ）は、人形浄瑠璃の音楽として大阪から発展した。人形浄瑠璃は、幕

末の興行師の名前に由来する（ト）という通称で知られている。 

 

（５） 日本には古くから楽譜が存在した。世界最古の印刷楽譜は、1472 年に（ナ）で

出版された（イ）の楽譜で、ヨーロッパ最古の印刷楽譜（グレゴリオ聖歌集）

より 1 年早い。日本の楽器の記譜法は、音高を直接記さずに、（ニ）を書き示

したものが多い。例えば、三味線では弦を指で押さえる位置を示した（ヌ）譜、

小鼓・大鼓等では打ち方やリズムを記号で示した（ネ）譜があり、尺八では（ノ）

の開閉状態に付けられた名称を片仮名で表記する。 

 

 

 

 



【語群】 

江戸、奈良、京、高野山、比叡山、東大寺、四天王寺、本願寺、仏教、キリスト教、修二

会、修正会、当道、勾当、掾、徳川家光、足利義満、足利義政、世阿弥、観阿弥、黙阿弥、

声明、唱歌、和讃、三味線、箏、琵琶、長唄、端唄、小唄、義太夫節、常磐津節、清元節、

新内節、文弥節、雅楽、能楽、文楽、奏法、感情、勘所、粒付、指孔、風姿花伝、都の錦 

 

 

 

２． 次の問いに答えなさい。 
 

（１） あなたが知る日本の楽器を 1 つとりあげ、その素材や形状、その基本的奏法や特

色、その楽器による主な種目や作品などについて、歴史的背景を踏まえながら説

明しなさい。 
 

（２） 現代における日本音楽（伝統音楽）の新たな展開について、具体例をあげて説明

しなさい。 
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